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  そして、主題を説明するために、まずは、第 1章において、研究背景と目的および調査
方法を研究して、研究内容を決めて、押さえておくべき概念として、観光的環境の説明を
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行う。 
  次に第 2章では、主に既存研究として行われている観光的環境の説明を行う。このシス
テムは古城が生態的、経済的、社会的、文化的資源の統合、古城保護と開発のための基盤
である。これらのリソースは、麗江の観光産業の持続的可能な発展に直接影響する。 
  第 3章では、まず、麗江古城観光の生態系を代表例として、観光開発の状況を紹介する。
その中で、水環境と住民生活の関係のあり方を考え、それに関しての保全対策を提出する。
そして、麗江古城の社会文化的環境における SWOT 分析を行う。SWOT 分析に基づいて、保
全対策を提出する。 
  第 4 章では，麗江古城における環境収容能力を研究しながら，環境収容能力の観点から
みた麗江古城の地域類型は社会・伝統文化継承型である。環境収容能力の制約要因により
検討を行う。 




  そして，第 6 章を本論文のまとめとする。 
四、おわりに 
 麗江市は完全に保存された歴史的都市として、建物の構造と建築の風格、民族風俗など
すべてが世界文化遺産としての特性を持つ。麗江古城は中国の古い町というだけではなく
て、世界文化のなかでも貴重な建造物が残存している。私達はこの町を適切に保護する責
任がある。 
麗江観光の持続的可能な発展を実現するためには、学際的かつ、複雑なプロジェクトが
必要である。本論文では観光開発の観点から、調査し、大量データ収集および分析を通じ
て、麗江観光の現状を研究し、麗江古城の問題点を指摘した。麗江古城の観光促進にとも
なって、開発が進み、その結果、麗江古城の建築風格および生態系環境などの破壊が進行
した。同時に古城の観光商業化のため、ナシ族の文化資源も大きく変わった。麗江古城の
維持管理が不十分であるため、入域者数が観光環境収容能力を超えるなど様々な問題に直
面している。 
最後にこれらの問題を解決するため、筆者は世界遺産の保護理念を確立し、麗江古城の
保護政策と法規を改善することを提案した。古城の内部環境を改善保護することにより、
高品質の麗江観光モデルが打ち立てられ、麗江古城の観光的環境が一新される。本論で提
示したデータとアプローチは, その初歩的な段階であり, 今後のフォローアップに期待し
たい。今後の課題は麗江古城の観光環境収容能力について関連の研究を行うことである。 
